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持続可能な開発目標(SDGs)は２０１５年９月に
国連総会にて採択された、２０３０年までに人類
が達成すべき１７の目標と１６９のターゲットです

当社はISO14001に基づいた環境マネジメントシステム（EMS）を
構築し、運用しております。2017年9月には、ISO14001新規格へ
の対応と同時に、全拠点を統合した外部認証を取得しております。
これにより全社一丸となって環境保全に取り組んでおります。
また、環境負荷低減を通じて、SDGsの達成に貢献していきます。

１．環境保全の取り組み

環境に関する取り組みの基本方針

＜当社の環境に関する取り組みの基本方針＞

３．自然豊かな東北と世界遺産 富士山の麓でクルマづくりができる事に感謝し、地域への貢献、自然との共生に努めます。

４．カーボンニュートラルの実現に向けてライフサイクル全体で取り組みます。
・クルマの開発段階から軽量化やリサイクル性の向上に努めます。
・生産工程の省エネと革新的な技術の導入、再生可能エネルギーの利用を進めます。

２．環境マネジメントシステムを継続的に運用して、環境保全の維持向上に努めます。

１．環境法規制その他の要求事項を遵守するとともに環境リスクの低減により異常の未然防止に取り組みます。

５．社員一人ひとりが環境保全の意識を高め、自覚と責任を持って行動し、ＳＤＧsの達成に貢献します。

当社はトヨタ自動車（株）の「トヨタ地球環境憲章」を受け「環境に関する取り組みの基本方針」を制定しております。
ＳＤＧs達成への貢献、カーボンニュートラルに向けた取り組み強化など、取り巻く環境変化にあわせ２０２１年７月に
見直し、全従業員に周知して、全社一丸となって地球環境保全に努めます。

環境取り組み体制

環境部門のトップを議⾧とする全社環境会議と、各拠点⾧（工場⾧等）を議⾧とする各拠点環境会議にて、重要環境課題に
ついて対応の方向付けを行い、環境保全活動の推進を図ります。

宮城大衡工場
環境会議

宮城大和工場
環境会議

全社環境会議

岩手工場
環境会議

総合センター地区
環境会議

本社地区
環境連絡会
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２．環境マネジメント

環境監査

各書類（測定結果等）審査

審査登録機関 一般財団法人 日本自動車研究所

登録番号 JAER0016

登録範囲 自動車・自動車部品の設計及び製造

適用規格 ISO 14001:2015／JIS Q 14001:2015

登録範囲の詳細

・宮城地区 本社:宮城県黒川郡大衡村中央平1番地
【自動車製造事業の中央管理機能】

・宮城地区 宮城大衡工場:宮城県黒川郡大衡村中央平1番地
【自動車の製造】

・宮城地区 宮城大和工場:宮城県黒川郡大和町松坂平5丁目1番地
の1及び6丁目2,5-1,5-2,6-1,6-2

【電子制御ブレーキ,電子制御サスペンション及びアクスル等
の自動車部品の製造及び自動車用エンジンの組立】

・岩手地区 岩手工場:岩手県胆沢郡金ケ崎町西根森山1番地
【自動車の製造】

・東富士地区 東富士総合センター:静岡県裾野市御宿1501番地
【自動車の企画,開発,設計及び製造技術】

・東富士地区 須山工場:静岡県裾野市須山2810-1
【自動車用プレス金型の製造】

初回登録 1997年12月26日

有効期限 2025年10月27日

国際標準化機構（ISO:中央事務局スイス、ジュネーブ）が定める、環境に配慮した組織、企業に与えられる国際的
な環境マネジメントシステム規格「ISO14001」の認証を取得。毎年、監査を実施し維持、更新しています。

＜内部監査＞
環境マネジメントシステムの運用状況を確認するために、各拠点においてISOの規格に基づき環境管理活動が運用され、
特に環境法令遵守、環境異常苦情未然防止活動がなされているか、内部監査員による監査を毎年実施しています。
また、コロナ禍においては感染予防の観点から、オンラインでの監査としました。

＜外部機関による審査＞
外部機関による審査も毎年実施しており、1997年から認証を継続しています。2017年には３つの会社（旧関東自動車工業、
旧セントラル自動車、旧トヨタ自動車東北）統合後も別々に運用していた環境マネジメントシステムを一つにまとめ、統合
認証を取得し、全社一丸となった環境保全活動を推進しています。

現地現物での監査 オンラインでの監査

設備の現地確認
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設備導入時の確認、点検

新型車の生産に伴い、新たに導入した設備の点検や作業確認を設備計画部署、設備運転部署及び工場環境管理部署が一体
となって実施しています。日常管理項目や緊急時の対応手順を明確にし、環境リスクに対する未然防止を図っています。
こうした取り組みは新型車の量産開始以降も継続的に実施しています。

新型車の生産開始に合わせて導入した足回り部品の
切削、研磨、洗浄設備

工場⾧による新設設備の点検（洗浄油の漏洩防止）

納入業者様と協力した納入作業の点検

工場にはガソリン等の燃料をはじめ、塗料や薬品などが納入されます。こうした納入作業が、安全、確実に行われる様に、
納入業者様と協力して、作業の点検や万一の漏洩を想定した訓練を実施しています。

土壌浸透防止の養生をした廃液引抜き作業の点検

実際に水を流しながら漏洩を防止する訓練

工事業者様と協力した設備工事作業の点検

工場では、生産設備の新たな設置や改善のための設備改造、設備の清掃など、工事業者様と連携した多くの作業が行われ
ています。こうした作業の手違いなどによる環境汚染を絶対に発生させない様、定期的に作業の点検を実施しています。

防火面、作業安全面を含めた納入作業の点検

朝礼や昼礼でのコミュニケーション

３．異常苦情未然防止活動
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４．環境負荷低減活動

トヨタ環境チャレンジ2050

当社はトヨタグループの一員として、トヨタ自動車（株）が2015年10月に発表した「トヨタ環境チャレンジ2050」の
実現に向けて取り組んでおります。また、2050年までの⾧期的な取り組みを着実に推進するために、5カ年ごとの中期
環境取り組み計画＝環境取り組みプランを策定し、計画的に実行しております。

「ゼロの世界にとどまらない “プラスの世界”を目指して」
～Challenge to ZERO & Beyond～

新車CO2ゼロチャレンジ

ライフサイクルCO2ゼロチャレンジ

工場CO2ゼロチャレンジ

循環型社会・システム構築チャレンジ

水環境インパクト最小化チャレンジ

人と自然が共生する未来づくりへの
チャレンジ

ゼ
ロ
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ス
を
目
指
す

チ
ャ
レ
ン
ジ

次世代車の開発・普及

環境配慮設計
～素材から廃棄まで～

再エネ導入・水素利用
徹底した低CO2革新技術

徹底的に使用を少なく
徹底的にきれいに

資源循環システム
グローバル展開

を社会・世界とつなぐ
オールトヨタ統一活動

トヨタ環境チャレンジ2050気候変動、水不足、資源枯渇、生物多様性の損失といった
地球環境の問題に対し、クルマの持つマイナス要因を限り
なくゼロに近づけるとともに、社会にプラスをもたらす事
を目指して、トヨタ（グループ）は６つのチャレンジに向
けた取り組みを進めています。

環境取り組みプラン

第７次環境取り組みプラン（５カ年実行計画）

トヨタ環境チャレンジ２０５０の実現を具現化するための中期計画として、５カ年ごとに「環境取り組みプラン」を
策定し、環境負荷低減に取り組んでいます。
２０２１年度より新たな５カ年計画として、「第７次環境取り組みプラン」を策定しました。
法令遵守の徹底、環境マネジメントの強化を従来から継続するとともに、トヨタ環境チャレンジ２０５０を踏まえた
取り組みを新たに加え、カーボンニュートラルの実現やＳＤＧsへの貢献を通して、地球環境保全に努めます。

目標:２０１３年度比▲３０％

廃棄物排出量低減

ボディ塗装ＶＯＣ低減

自然共生活動

ＣＯ２
排出量低減 再生可能エネルギー導入

水使用量低減
目標:２０１８年度実績以下

推進項目

目標:２０１８年度実績以下

目標:２０１８年度実績以下

バンパー塗装ＶＯＣ低減

トヨタ
環境チャレンジ2050を
踏まえた項目

従来からの継続項目

区 分 主な取り組み内容・目標

日常の改善と革新的技術の導入

日常の節水活動推進

地域の皆様と連携した自然保護活動への参加

塗装工程における塗料、シンナー使用量の低減

※ＶＯＣ（Volatile Organic Compounds)

揮発性有機化合物

塗装工程の廃棄塗料低減等、発生量低減活動推進
資源の有効利用促進（リサイクル、リユース）

- ４ -



４．環境負荷低減活動

２０２２年の取り組み結果

２０２２年も改善活動の推進により、全項目で目標を達成する事ができました。

推進項目

廃棄物排出量
（生産１台当り）

ＣＯ２
排出量
(総量)

水使用量
（生産１台当り）

ボディー塗装
ＶＯＣ

（塗装面積当たり）

バンパー塗装
ＶＯＣ

（塗装面積当たり）

・ 排水処理、塗装工程で発生する汚泥の脱水化

目標達成状況
（2022年） 目標 実績

100

0

79
91

［千ｔ-CO₂］

1.5

0

1.441.５
［㎥/台］

15

0

13.215.1
［ｇ/㎡］

300

0

250

334

［ｇ/㎡］

5

0

6.8
［ｋｇ/台］

6.2

主な取り組み内容

・非稼働時の省エネ（電源遮断、消灯徹底等）

・塗装工程のドライブース化

・太陽光発電の導入（2022年導入:2,300kW）

・節水活動の推進

・槽清掃の適正化による工水の低減

・ 塗装の塗着効率向上

・ 洗浄シンナーの使用量低減・回収率向上

・ 油脂等の再資源化、有価物化

※ＶＯＣ（Volatile Organic Compounds)

揮発性有機化合物
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５．環境負荷低減活動

CO2低減に向けた取り組み状況

・完成車の排ガス測定を実施するソーク室は、
室温を一定にする事が必要（23℃±３℃）

・秋季と比較し、冬季は空調エネルギー大

ソーク室の側壁の一部が屋外と隣接しており、
冷気が壁面を通して伝わっていることが判明。

空調電力（秋季）:41.6kwh/日
空調電力（冬季）:72.0kwh/日

【原因】

冬季は電力が
1.73倍

監査場

屋外

解析室

ソーク室

N

屋外との接地
面積が大きく
影響大

＜日常での改善＞
部屋の断熱性向上による空調効率向上

・屋外と隣接している壁面に、断熱ボードを貼付け、
壁面からの冷気の伝導を防止し、秋季と同等の空調
電力に低減

自分達で断熱材を貼付け⇒断熱効果を十分に発揮

断熱材無し 石膏ボード上に
断熱材を貼付け

＜改善前＞ ＜改善後＞

＜太陽光発電の導入＞
岩手工場に２０００ｋｗを導入

・２０１８年より、積雪地域での発電効率の確認のための
試験的導入を経て、２０２１年より本格導入しました。 ・導入によるCO2低減効果 △８００t-CO2 / 年

・屋根上への設置により
日傘効果が得られ、
工場内の気温低下にも寄与

発電パネル設置部

＜屋根裏面の熱画像＞
発電パネルなし部 41℃ 発電パネルあり部 36℃

※天気晴れ 外気温33℃にて測定
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VOC低減に向けた取り組み状況

塗料吹付ガンの変更によるクリア塗料使用量の低減

エア塗料

・従来、塗料吹付ガンは、高電圧電源を使用
・電気ショート防止のため、塗装面と吹付ガンの距離は
300mm確保し塗料の吐出量を設定

高電圧による
電気ｼｮｰﾄ防止のため
300mm必要

塗
装
面

＜改善前＞ ＜改善後＞

電源

・電圧、電流可変タイプのガンに変更。
・電圧の低下が可能となり、塗装面とガンの距離を
200mmまで近接させる事が可能

・距離短縮により塗着効率が向上するため、塗料吐出量を
約30%低減

内蔵のエアタービンで発電
するため、外部電源が不要
になり操作性向上

200mmまで近接

塗
装
面

廃棄物低減に向けた取り組み状況

加工機のクーラント液 売却による廃棄量低減

＜改善前＞ ＜改善後＞
・加工機のクーラント液は定期清掃後、産業廃棄物処分
業者へ処分を委託

産廃業者で他社廃液と
混合し、セメント原料の
希釈水として再利用

クーラント抜き取り 一定量になるまで保管

処分業者

・製鉄原料として、金属スクラップ業者へ売却
➡ 金属切粉の成型時に活用することができる

切
粉

ク
ー
ラ
ン
ト
液

ブリケット

圧縮・成形

クーラント抜き取り 一定量になるまで保管

圧
縮
・
成
型
時
に

ク
ー
ラ
ン
ト
添
加

鉄
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
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５．環境負荷低減活動



６．自然共生活動

宮城県 伊豆沼環境保全活動

東北に拠点をおく企業として、(公財)伊豆沼・内沼環境保全財団様のご協力により、湿地の保存に関する国際条約である
“ラムサール条約”に認定されている『伊豆沼』の環境保全活動を継続的に行っています。

沼岸保護のための木板棚製作

沼岸

沼底

土留めを生成するための木板棚
（土留めにより水性植物の育成を保護）

９月～１１月に全３回の活動に約５０名が参加し、沼岸保護の木板棚を製作しました。

ブラックバス（外来種）の駆除活動

６月はブラックバス（外来種）の駆除を約１５名で実施しました。

- ８ -

木板塀製作

木板塀設置

沼内に設置された木板塀

ブラックバスの
人工産卵床

丸い粒がブラックバスの卵

湖内に設置された150個の
人工産卵床を回収

トヨタ自動車東日本株式会社 PE・環境部
〒981-3609 宮城県黒川郡大衡村中央平１番地
☎022-765-6000（大代表）
発行 2023年６月


